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２０１６年度 年主題聖句

「キリストはわたしたちの平和であります」 エフェソの信徒への手紙 ２章１４節

４月主題聖句

「安心しなさい。わたしだ。恐れることはない。」マタイによる福音書 １４章２６節

「安心しなさい」

熊本地震で被災された方々に、心よりお見舞い申し上げます。この地震のために命を落とされた方

の魂と体を、神様が優しく包んでくださり、真の安らかさを得られる場所に置いて下さいますよう

に。また、今もなお余震に恐れて、不安の中に生活する人もいます。余震は収まっても、地震がもた

らした怪我や病気に苦しむ人もいらっしゃいます。身体は健やかであっても、大切なものを失った心

に傷を抱えて、悩んでいる方もいらっしゃいます。どうか、その方々が力づけられますように。失っ

たものを乗り越えて、将来のことへと心が向けられ、希望を持って生きることができますように。

しかし、悪いことばかりでなかったのも事実です。湯布院が地震に見舞われた日以来、たくさんの

人が安否を気遣ってくださいました。わたし自身もまた、普段はあまり連絡を取ることのない人にま

で電話をかけたり、直接会いに行ったりしたものでした。そうして、多くの被害を受けつつも、その

人自身の無事が確認されたときの喜びはひとしおでした。普段は、ほとんど気を遣わずに接している

人の顔が、地震のあと初めて会うことができた時には、とてもなつかしく思えました。地震は確かに

不幸なことでありましたが、それによって、人と人との絆がより確かにされたということも、見逃す

ことはできないと思います。

ところで、今月の主題聖句として掲げられている聖書箇所は、夜中に船で湖を渡ろうとするときの

ことです。強い風に波があおられて、弟子たちの船は漕ぎ悩みます。弟子たちの中には、もともと漁

師だった人も多いので、夜中に船を操ることは慣れていたはずです。それでも、船を思うように進め

ることができず、一晩中、船は波や風に揉まれて翻弄されていました。そして、夜明け近くになった

とき、湖の上を歩く人影を眼にします。「幽霊だ！」そう思った弟子たちは、恐怖に取り憑かれてパ

ニックになってしまいました。弟子たちは、夜中に船を出すことには慣れていても、死の恐怖と戦う

ことには慣れていなかったのです。

それは、わたしたちにとってもそうでしょう。大きな揺れに揺られている時、一瞬、死ぬかもしれ

ない、という恐怖が心をよぎりました。またその後、大雨に見舞われた時も、自然の持つ力の大きさ

に恐怖を感じずにいられませんでした。しかし、わたしたちに命を与えてくださるイエス様が「安心

しなさい」と言われます。たしかに、いつまでも恐怖にとらわれているわけにはいきません。子ども

たちを守らなければなりません。この大変な状況の中で聞こえてくる「安心しなさい」という言葉に

耳を傾けたいと思います。 （執筆者：副園長 黒田 恭介）

行 事 予 定 �

○ ５月 ６日（金）合同礼拝（以上児クラス）

○ ５月１１日（水）英会話（ゆり組、すずらん組）

○ ５月１２日（木）園児歯科健診（午前中）

〇 ５月１３日（金）避難訓練

○ ５月１９日（木）すずらん組劇団飛行船観劇

〇 ５月２３日（月）聖愛保育園理事会

○ ５月２５日（水）英会話（すずらん組）

○ ５月２６日（木）合同礼拝・お誕生日会

● ６月 ２日（木）合同礼拝（以上児クラス）

● ６月 ４日（土）第一回保育参観日・子育て講演会・保護者会総会・給食試食会・懇談会

● ６月 ８日（水）英会話（ゆり組、すずらん組）

● ６月１６日（木）花の日訪問（岩男病院、消防署）

● ６月１７日（金）花の日訪問（日野病院、風香）

● ６月２２日（水）英会話（すずらん組）

● ６月２３日（木）避難訓練

● ６月３０日（木）合同礼拝・お誕生日会

※ 保育園行事に参加される保護者の皆さまは、早めにご予定を入れて下さいますよう宜しくお願い致します。

� お 知 ら せ

☆ 湯布院が大きな地震に見舞われたのは１５日の深夜からのことですが、本園の新園舎の設計を担当してくださっ

た一級建築士の杉田公博氏が、翌日の１６日早朝から園舎の被害状況を調査してくれました。杉田氏の見解によ

れば、園舎は鉄骨構造で作られており、地震の際にはよく揺れるのですが、そのことによってかえって衝撃を分

散し、構造が損なわれにくくなるようにできている、とのことです。今回の地震でも、多くの揺れがあったため、

表面的な部分で細かい破損がたくさん見られますが、構造には問題ないとのことです。教会堂については、築４

０年という古い建物であるため、耐震性能はそれほど期待できないとのことでした。しかし、去年、耐震補強工

事をしたこともあり、余震が収まったと判断されたならば使用に差し支えない、とのことでした。教会堂を使用

するかどうかについては、安全性に十分配慮したうえで、慎重に判断したいと考えております。

☆ 新入園児のお友だちを紹介します。今年度は、２４名もの新入園児に恵まれました。

・ ちゅうりっぷ組 三宅 苺果（みやけ めいか)ちゃん 松下 颯真（まつした そうま)くん

江藤 文人（えとう あやと)くん 吉田 陽夏（よしだ ひな)ちゃん

江藤 斗逢（えとう とあ)くん 田井 蒼夏（たい あおか)ちゃん

廣瀬 凛乃（ひろせ りの)ちゃん 佐藤 朗子（さとう あきこ)ちゃん

堤 娃吏（つつみ あいり)ちゃん

・ たんぽぽ組 河野 朝日（かわの あさひ)くん 工藤 寧々（くどう ねね)ちゃん

河野 凌我（かわの りょうが)くん 田中 翠（たなか みどり)ちゃん

山田 百笑（やまだ もえ)ちゃん 天野 蒼空（あまの そら)ちゃん

下村 亮晴（しもむら りょうせい)くん 大津 咲翔（おおつ さくと)くん

日野 音流（ひの ねる)ちゃん、 溝口 颯介（みぞぐち そうすけ)くん

・ ひまわり組 相沢 和泉（あいざわ いずみ)くん 衞藤 珀（えとう はく)くん

・ すみれ組 岩男 天真（いわお てんま)くん 古賀 陽翔（こが はると)くん

・ ゆ り組 河野 悠士（かわの はると)くん

☆ 保護者参観日／子育て講演会について

第１回保育参観日／子育て講演会が、来月６月４日（土）に行われます。

今年度は、松浦 浩樹 先生（和泉短期大学副学長、児童福祉学科教授）をお招きして『 子育て講演会 』を開催

致します。是非、ご出席して下さいますよう宜しくお願い致します。

☆ 毎週日曜日、午前９時から９時３０分まで子ども達の教会学校を行っています。

静かな朝、神さまを礼拝し、神さまの愛と祝福を味わうひと時をご一緒に過ごしてみませんか。

関心のある方は、黒田伝道師までご連絡下さい。
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